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全国大学附属農場協議会 教育シンポジウム 
 
 

ポストコロナ時代における 

新しい農場教育の在り方と

は 

－オンラインと対面実習の活用方法を考える－ 

 

 

 

   期日：令和 3 年 5 月 14 日（金）9：00〜12：40 

 

    オンライン（Zoom およびYouTube ライブ配信） 

 

 

  主催：全国大学附属農場協議会 

  後援：文部科学省、農林水産省 



令和 3 年度 全国大学附属農場協議会 教育シンポジウム 
 

ポストコロナ時代における新しい農場教育の在り方とは 

－オンラインと対面実習の活用方法を考える— 
 

主 催：全国大学附属農場協議会 

後 援：文部科学省、農林水産省 

 日 時：令和 3年 5月 14 日（金） 9:00〜12:40  

 場 所：オンライン（Zoom および YouTube ライブ配信） 

 

 開催趣旨：近年、ICT 技術の著しい発展に伴い、農業分野では自動化、省力化、高精度

化が進み、農場教育への導入も進められている。教育現場においてもデジタル化、リモー

ト化が進み、オンライン授業の有用性が注目され、デジタルトランスフォーメーション

（DX）化が進められている。この動きは新型コロナウイルスの影響により急速に拡大し、

各大学ではオンラインツールの利用が当たりまえとなった。一方、こうした動きの中で、

直接対面・対話することの重要性も再認識されるようになった。大学附属農場では新型コ

ロナウイルス感染防止対策のため実習の実施を自粛せざるを得ない状況が続き、各大学で

はオンライン授業を導入しながら農場実習効果を高められるよう、授業実施方法を模索す

る日々が続いている。 

 そこで今回のシンポジウムでは、大学附属農場で農場教育を実施するにあたり、ポスト

コロナ時代における新しい農場教育の在り方について考える。 

 

＜プログラム＞   

Ⅰ．開会の辞 (9:00～9:05) 

  三石 誠司（全国大学附属農場協議会副会長、宮城大学教授） 

 

総合司会：三石 誠司（全国大学附属農場協議会副会長、宮城大学教授） 

Ⅱ．基調講演（9:05～9:35） 

   コロナ禍における農場教育の在り方(仮) 

  長尾 慶和（全国大学附属農場協議会会長、宇都宮大学教授） 

 Ⅲ．特別講演（9:35～10:35、30 分×2） 

  １）農学系教育を取り巻く状況等について（仮）  

             廣末 賢太（文部科学省高等教育局専門教育課） 

  ２）持続可能な農と食に向けて大学農場に期待する役割（仮）             

伊藤直樹（経営局就農・女性課 課長補佐） 

 

—休憩—（10 分） 

 

 Ⅳ．パネルディスカッション（10:45～12:35） 

   パネラー：小笠原英毅（北里大学講師）、山崎将紀（神戸大学）、浅田真一（玉川



大学教授）、黒川 勇三（広島大学教授）、阿部 淳（東海大学） 

   座長：小倉振一郎（東北大学教授） 

 

 各パネラーは、自己紹介を兼ねて 1人あたり 15 分程度で今年度の農場教育の状況（実

習）について紹介する（5 人×15 分＝75 分）。その内容および承合事項の結果等をふま

え、パネルディスカッションを行う（35 分）。 

 

Ⅵ．総括・閉会の辞（12:35～12:40） 

  井澤 毅（全国大学附属農場協議会副会長、東京大学教授） 

 

  

 



ONLINE

令和3年度 全国大学附属農場協議会 教育シンポジウム

ポストコロナ時代における
新しい農場教育の在り方とは
ポストコロナ時代における
新しい農場教育の在り方とは
―オンラインと対面実習の活用方法を考える―

令和 3年 5月14日（金）　9:00～12:40
オンライン【参加費無料】 ※ただし事前申し込みが必要

日時

開催方法

主 催 後 援全国大学附属農場協議会 文部科学省・農林水産省
参加申し込みURL https://forms.gle/Jx5aB8Wzs7BLcCPG8

　近年、ICT 技術の著しい発展に伴い、農業分野では
自動化、省力化、高精度化が進み、農場教育への導入
も進められている。教育現場においてもデジタル化、
リモート化が進み、オンライン授業の有用性が注目さ
れ、デジタルトランスフォーメーション（DX）化が進
められている。この動きは新型コロナウイルスの影響
により急速に拡大し、各大学ではオンラインツールの
利用が当たりまえとなった。一方、こうした動きの中で、
直接対面・対話することの重要性も再認識されるよう
になった。大学附属農場では新型コロナウイルス感染
防止対策のため実習の実施を自粛せざるを得ない状況
が続き、各大学ではオンライン授業を導入しながら農
場実習効果を高められるよう、授業実施方法を模索す
る日々が続いている。
　そこで今回のシンポジウムでは、大学附属農場で農
場教育を実施するにあたり、ポストコロナ時代におけ
る新しい農場教育の在り方について考える。

Ⅰ．開会の辞（9:00～ 9:05）
 三石　誠司（全国大学附属農場協議会副会長／宮城大学教授）
■ 総合司会：三石　誠司 

Ⅱ．基調講演（9:05～ 9:35）
 『コロナ禍における農場教育の意義』
 長尾　慶和（全国大学附属農場協議会会長／宇都宮大学教授）
Ⅲ．特別講演（9:35～ 10:35）
 １）『高等教育を取り巻く状況等について』
 廣末　賢太（文部科学省 高等教育局 専門教育課 教育振興係長）

 ２）『持続可能な農と食の実施に向けた農業人材育成について』
 伊藤　直樹（農林水産省 経営局 就農・女性課 課長補佐）

Ⅳ．パネルディスカッション（10:45～ 12:35）
 パネラー：小笠原英毅（北里大学講師）  ／  浅田　真一（玉川大学教授）
  山崎　将紀（神戸大学准教授）  ／  黒川　勇三（広島大学教授）
  阿部　　淳（東海大学教授）
 《 座長：小倉振一郎（東北大学教授） 》 
Ⅴ．総括・閉会の辞（12:35～ 12:40）
　　井澤　　毅（全国大学附属農場協議会副会長／東京大学教授）

全国大学附属農場協議会・シンポジウム担当：
小倉振一郎（東北大学）／河鰭実之（東京大学）

TEL・FAX：022-757-4263， 0229-84-7378
メール：shomu.jufc@gmail.com

【本件に関するお問い合わせ・取材のお申込み】

休憩 （10分）

プログラム開 催 趣 旨



コロナ禍における農場教育の意義

全国大学附属農場協議会 会長

宇都宮大学 農学部

長尾慶和

令和3年5月14日

①農学部附属農場・フィールドサイエンスセンターの意義

■社会的課題に対する対応
●グローバルな課題

・農業を通じたSDGsへの実質的貢献
・JGAP/AsiaGAP/GlobalGAPの実践と普及

→農産物の国際競争力の強化
・農業分野からの温室効果ガス排出の抑制
・ゼロエミッション／カーボンニュートラルの推進

●ローカルな課題
・食糧自給率の向上への貢献＝食料安全保障
・ICTを活用したスマート農業技術の開発と実践

→農業従事者の高齢化・減少への対応
・温暖化に対応した農業・畜産技術・システムの実践

栽培体系の見直し／ゲノム育種の推進／夏季不妊への対応
・六次産業化モデルの実践
・エクステンションセンターとしての地域課題の解決→地域社会の共創

■人材育成
・農業技術に関する実践的学び

→教室からフィールドへ
・資源循環や環境保全などを含めた総合的な学び
・農業・環境・生命・食に関する体験的学び

→五感の刺激と知的創造力（経験知）の醸成
→社会人としての仕事力・総合力の向上 図. 大学農場における６次産業化の実践例



Q１．今年度の対面およびオンライン実習の実施状況（予定含む）について教えて下さい。

複数回答可 （選択）48 件の回答

6

11

22

5

20

1

14

0 5 10 15 20 25

全てオンラインで実施した(する)

ほとんどオンラインだが、⼀部を対⾯で実施した(する)

ほとんど対⾯だが、⼀部をオンラインで実施した(する)

全て対⾯で実施した(する)

⼀部の実習をとりやめた（とりやめる)

全ての実習を開講しない

その他

（全国大学附属農場協議会 令和２年度秋季全国協議会 承合事項から抜粋）

②コロナ禍における大学附属農場における対面実習の実施状況

コロナ禍でも、全国の大学農場のうち約80％で、様々な課題を克服して対面実習を実施した。
一方、やはり約80％の大学農場で、何らかの形でのオンライン実習の実施に踏み切った。

■農場実習における新型コロナ感染症対策（宇都宮大学の例）

・農場とキャンパスを往復するバス中の三密対策

乗車前の手指消毒、配車台数の増便とゆとりを持った着席、
座席の指定による接触関係の掌握

・農場到着時の入館前の手指消毒と検温

・更衣スペースの拡大と三密対策

・事前講義のオンデマンド化、教室で実施する場合の

三密対策や座席位置の指定

・アイスクリーム作製、ソバ打ちなどの加工実習は中止



・映像や関連する図・写真を用いること
で、実際の実習より分かりやすく説明で
きる。

・野外での実習の遂行が難しい悪天候時
において，実習を中止することなく動画
やスライドを用いて実習内容を紹介する
ことが可能となる。

・天候や季節に左右されずに予定してい
た実習を実施できる。

Ｑ２．オンライン実習を実施して効果的だと感じた点（実習内容）を教えて下さい。
（自由記述）39 件の回答

図左. 牛舎における搾乳方法の解説．現場での技術の解説は、立ち位置によって
伝わり方が違うなど、詳細を伝えにくい部分があったが、予め動画やスライドで紹
介することで、より確実に伝えることができる。図右. 放牧開始初日の喜ぶウシの
様子．時期やタイミング，天候などに影響されて伝えにくかった内容の紹介に、動
画やスライドの活用は効果的だった。

③対面およびオンライン実習に対する教員側の印象・感触

Ｑ３．対面でなければ実施できない，あるいは伝えられないと考えている内容を
教えて下さい。 （自由記述）41 件の回答

・農場実習やフィールド研究の特長は、五感（視覚、聴覚、触覚、味覚、臭覚）をフルに働かせて多量の情報を収
集でき、「経験」として蓄積されることである。オンライン実習では視覚と聴覚しか使用しないため情報量が限
られ、「知識」として蓄積される。

・匂い（臭い）、重さ、触感、暑さなどが加味されることでオンラインとはまったく異なった経験となり、記憶や
与えるインパクトに大きな違いがある。

・植物・動物・環境から５感を通じて感じれる感覚は、農学部における学びの出発点であるが、この感覚はデジタ
ルツールを通じてでは決して得ることは出来ない。

・環境や自分の対応に対する動植物のリアルな
反応を感じながら、次の対応を臨機応変に考え、
実践する実習は、
対面でなければ決して提供できない。

・宿泊による共同生活も実習の一部となっている。

図左. ウシとのスキンシップ実習．図右. 分娩介助実習．
ウシと触れ合って初めて感じることのできるウシの息づかいや臭い、分娩を介助
して初めて感じる現場の緊張感やウシや仲間との一体感など、現場における実
習は現場でしか得られない五感への刺激に溢れている。



Q1．実習に当たっての新型コロナウイルス感染症予防対策について

１不十分だった/2やや不充分だった/3どちらとも言えない/4まあまあ充分だった/5充分だった

平均 4.0ポイント

充分だった
%34

まあまあ充分だった

35%

どちらとも⾔えない

27%

やや不充分だった
4%

実習にあたっての

感染予防対策について

充分だった まあまあ充分だった どちらとも⾔えない やや不充分だった

④対面およびオンライン実習に対する学生側の印象・感触

約70％の学生が感染症対策を充分と感じていた。
一方、４％の学生はやや不安を感じながら実習に参加していたことが判った

（宇都宮大学農学部１〜２年生 約150名に実施したアンケートより抜粋、令和２年11月実施）

Q2．農場実習について

1絶対にOLがいい/2できればOLがいい/３どちらでもいい/４できれば対面がいい/5絶対に対面がいい

平均 4.5ポイント

絶対に対⾯が良い
%25

できれば対⾯が
良い

69%

どちらでもいい
%6

農場実習の

OL 化について

絶対に対⾯が良い できれば対⾯が良い どちらでもいい

実習については、計94％の学生が対面での実習を効果的と感じていた。
オンラインをベターとする学生は居なかった。



Q4．実習をオンラインで実施したメリット (対面のデメリット)

・みんなが同じものを経験・学べる(対面では先生との距離や聞き取りやすさに差がある)
・天候に左右されない
・早起きしなくて良い
・作業着の洗濯がない
・大学までの交通費がかからない

Q3．実習を対面で実施したメリット

・記憶に残る
・動物に実際に触れることができ匂い、手触り、形態がわかる
・みんなで作業できるので楽しい
・友人とコミュニケーションがとれる

対面実習のメリットについては、ポジティブな内容のものが多い。
一方、オンライン実習のメリットについては、教員が感じた内容と同様なポジティブな理由

もあるが、省力化や時間や金銭の節約などの実習効果とは関係ないものが目立った。

Q5．農場実習に際しての事前講義(説明)のオンライン化について

1絶対にOLが良い/2できればOLが良い/3どちらでもいい/4できれば対面が良い/5絶対に対面が良い

平均回答 3.1ポイント 絶対に対⾯が良い

%4

できれば対⾯が良い

15%

どちらでも良い
%66

できればOLが良い

15%

事前講義の
OL化について

絶対に対⾯が良い できれば対⾯が良い
どちらでも良い できればOLが良い

事前講義については、対面が「良い」または「できれば良い」と感じる学生は約20％に減り、
15%の学生がオンラインを「良い」または「できれば良い」とした。



Q7．事前講義をオンラインで実施したメリット (対面のデメリット)

・実習に時間が割ける
・疑問点が事前にリストアップでき、詳細を調べておくことができる
・暇な時に資料をみることができる
・何度も予習と復習をすることができる

Q6．事前講義を対面で実施したメリット (オンラインのデメリット)

・直後に実習となるので理論が理解しやすい。忘れる前に定着できる
・オンラインでは聞けない＋αの説明が聞ける
・学科の友達に会うことができる
・質疑応答がスムーズに行える
・先生が実際に話しながら、作業が進むので知識として残りやすい

事前講義の対面のメリットについては、実習と同様にポジティブな内容が多い。
一方、オンライン化についても、ポジティブな内容が多く、実習のオンライン化に対する

受け止め方とはかなり異なることが判った。

実習 事前講義
平均回答 4.5 ポイント

絶対に対⾯が良い
%25

できれば対⾯が
良い

69%

どちらでもいい
%6

農場実習の

OL化について

絶対に対⾯が良い できれば対⾯が良いどちらでもいい

平均回答 3.1 ポイント

絶対に対⾯が良い
%4

できれば対⾯が良い

15%

どちらでも良い
%66

できればOLが良い

15%

事前講義の
OL化について

絶対に対⾯が良い できれば対⾯が良い
どちらでも良い できれば OLが良い

実習については、94％の学生が対面での実習を望み、オンラインを望む学生がいないのに対し、
事前講義については、対面を望む学生は19%に減り、オンラインを希望する学生が15％出現した。

学生は、対面実習でしか得られない匂いや手触りや空気感などの五感への刺激やクラスメイトと

のコミュニケーションを無意識にあるいは意識的に欲している可能性が高い。

Q2（実習）とQ5（事前講義）の比較



狩猟・採取

→農耕 約10,000年間〜
牧畜（家畜化） 約9,000年前〜

→誰かが耕し、栽培し、収穫した農産物を、
誰かが育て、殺し、さばいた肉を、
買ってきて、調理して、食べる

→買ってきて、食べる

→スマホで注文して届いた料理を食べる

⑤社会の変遷・技術の発展とヒトの食の変遷

分業
＋

技術の発展

今までできなかったことが
できるようになる．

一方で、
今まで当然のように行っていた
ことをやらなくても良くなる．
（＝経験できなくなる）
（＝経験知が減少する）

社会が変遷し、技術が発展すると共に、食の分業化が進み、私たちがかつて食生活から
得ていた経験知は消失しつつある。その消失のスピードが、とくに若者の間で、コロナ禍
により加速している。

ひと昔前：「ネット中毒」「インターネット依存」「インターネット依存症」
→今：「スマホ依存」「スマホ依存症」「ゲーム依存症（障害）」「SNS依存症」

⑥スマホ依存症の実態

スマホ依存症の定義：
一定期間継続して、日常生活よりもスマホを優先してしまうことで、
実生活に明らかな支障をきたしているのに、それでもスマホの利用をコントロールできない

なぜ依存してしまうのか：
スマホによって得られる新しい（刺激的な）情報により、あるいは情報を期待している状況
において、脳内の報酬系が刺激され、“快楽物質”とも呼ばれるドーパミンが分泌される。
ドーパミン分泌が繰り返されるうちに、スマホやSNSを常に求めてしまうようになる。



MMD研究所調べ10代・20代でスマホ依存が顕著である

■紛失して困るもの （財布 VS スマホ, 年代毎の比較, 2019年）

日本におけるスマホ依存の実態

MMD研究所調べ

■紛失して困るもの （財布 VS スマホ, 年度毎の比較）

コロナ禍でスマホ依存が進行している



スマホ脳の定義：
スマホに依存した生活スタイルが定着し、脳そのものが変化してしまった状態。

（アンデシュ・ハンセン氏、スウェーデンの精神科医）
すなわち、スマホ依存に気がつかずにスマホを利用し続け、前頭前野の機能が低下してしまった状態。

⑦スマホ依存→スマホ脳

スマホ依存症の定義：
一定期間継続して、日常生活よりもスマホを優先してしまうことで、
実生活に明らかな支障をきたしているのに、それでもスマホの利用をコントロールできない状態。

スマホ情報・オンライン情報 ：

スマホやオンラインによるデジタル情報は前頭前野を通らずに側頭葉へ入る。
スマホ情報が脳に継続的に入力されると、前頭前野の血流が減少し、機能が低下する。

前頭前野：
位置：大脳皮質前頭葉の大部分を占める。
機能：感情の制御、思考・創造、集中力の維持、記憶と情報を統合した瞬時の判断、

計画性、意欲的・前向きな活動、会話や表情によるコミニュケーションなど。

スマホ依存・スマホ脳の弊害にいち早く気がついたステウィーブ・ジョブズ氏やビル・ゲイツ氏は、
自分の子供が10代の頃、スマホの使用を厳しく制限していた。

⑧スマホ依存・スマホ脳の弊害

スマホ依存・スマホ脳の弊害：
大脳の前頭前野の発達が阻害される。あるいはその機能が継続的に低下する。

・感情を制御する力
・ものごとを感じ、考え、想像する力
・意欲的・自発的に行動する力
・計画的に活動する力
・コミニュケーション力
・判断力
・集中力
・耐ストレス能

スマホ脳に対する対抗策：
・スマホをオフに
・屋外で活動
・運動
・仲間や友人との対面での会話、etc。

→前頭前野の機能 等が養われない／低下する

→まさに農場実習！



⑨総括

オンライン授業 → 情報を与えるツールとしては優れているが、前頭前野の発達・成熟を
阻害し、機能を抑制している可能性が高い。

農場実習 → 五感（味覚、嗅覚、触覚、視覚、聴覚、第六感（感性）の刺激
＋

プロセスの体験（育つ、獲れる、病気になる、美味しくなる、産まれる etc）
＋

プロセスや結果を踏まえた創意工夫
＋

仲間（クラスメイト）との会話と体験の共有
＋

アウトドアで身体を動かす
＋

スマホからも離れている

農場実習は前頭前野の刺激に満ちあふれ、多くの経験知を蓄積できる。

百聞は一見に如かず
百見は一考に如かず
百考は一行に如かず

（中国「漢書」より）

農場実習における様々な新しい体験、そこから得る五感と
第六感への刺激、仲間や指導者とのコミニュケーションは、
前頭前野を成熟させ、活性化し、経験知として蓄積され、
学生が自ら考え、想像し、行動する力を育む。

いまこそ農場実習を！
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持続可能な農と食の実施に向けた農業人材育成について 

伊藤直樹 

農林水産省 経営局 就農・女性課 経営専門官 

                        

１．食料と農業をめぐる情勢 

 

・ 我が国においては、少子高齢化、人口減少が進んでおりますが、世界に目を向けてみます

と人口は増加傾向にあり、今後は、国内市場だけではなく、海外市場に目を向け、我が国の

農林水産物・食品の輸出に取り組んでいくことが必要です。 

 

・ また、ライフスタイルの変化等により、国内の食料消費についても、大きな変化がありま

す。このため、需要に応じた生産に一層取り組んでいくことが重要です。例えば、我が国に

おける主食用米の消費量は減少傾向にあり、主食用米から需要のある他品目に転換していく

ことが求められております。 

 

・ 食料自給率については、基礎的な栄養価であるエネルギーに着目した「供給熱量ベース」

と、経済的価値に着目した「生産額ベース」の食料自給率があり、両者の目標を「食料・農

業・農村基本計画」において掲げているところです。食料自給率の向上に向け、国産農産物

の需要拡大、需要に応じた生産に取り組んでいくこととしております。 

 

・ これまでも、農業の成長産業化を促進するための産業政策と、農業・農村の有する多面的

機能の維持・発揮を促進するための地域政策を車の両輪として進めてきたところであり、近

年、生産農業所得は、増加傾向で推移しております。  
 

・ 一方、農業就業者数や農地面積は減少し続けており、生産基盤が脆弱化していくことが危

惧されております。農業・農村の持続性を高め、次世代に継承していくためには、若い世代

に職業としての農業に魅力を感じていただき、新規就農につなげていくことが重要です。 

 

 

２．新規就農の促進に向けて 

 

・ 現在、我が国の基幹的農業従事者は、65 歳以上が約７割、65 歳未満が約３割といった状況

にあり、今後も、農業者の一層の高齢化と減少が進むと見込まれます。我が国農業が成長産

業として持続的に発展し、食料の安定供給、多面的機能の発揮という役割を果たしていくた

めには、若い世代の農業就業者を増加させていくことが必要です。 

 

・ 若い世代の新規就農と定着促進のため、就農準備のための研修、就農後の早期の経営確立

を支援するとともに、就農準備段階から経営開始後まで、地方自治体や農業協同組合、農業

者等の関係機関が連携し支援する地域のサポート体制を充実させていくことが重要です。 

 

・ また、就農希望者が増えるよう、就農に関する情報について、企業等とも連携し、ウェブ

サイトや SNS、就農イベントなどを通じた情報発信を強化しています。 

 

・ また、農業が「選ばれる職業」であるためには、柔軟な労働体系、農作業安全対策の推進、

風通しの良い職場の実現などによる、誰もがやりがいがあり、働きやすい環境の整備が必要

です。 



 

・ さらに、農業を発展させていくためには、農業経営における女性の参画が重要です。「農業

女子プロジェクト」等の取組により、女性農業者が活動しやすい環境整備、これらの活動発

信を進めていきたいと考えております。 
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今年度！！！
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東海大学農学部の実習の状況 
 

阿部 淳 
東海大学農学部 

 
１．はじめに 
 東海大学農学部は、2016 年 4 月までは、学部と実習センターが一体のキャンパスとして熊本県南阿

蘇村にあった。熊本地震で講義棟などが大きく被災し、現在は、学部は熊本市内にあり、実習のために

大学バスで 1 時間ほどかけて南阿蘇村に残った阿蘇実習フィールド（農場・牧場・農産加工場）に学生

を通わせている。実習センターは阿蘇実習フィールド内にある。2023 年には、熊本空港近くに建設中の

一体型キャンパスに移転の予定である。 
 新型コロナウイルス感染症については、東海大学九州キャンパスとして他の 2 学部とともに、現地対

策本部の指導の下、感染防止を図りつつ教育を行っている。 
 春・秋の 2 学期制であるが、2020 年春学期は実習も含めて対面授業は行わず遠隔のみ、秋学期は実

験・実習や少人数講義は対面も可という方針が現地対策本部から示された。 
 
２．2020 年度春学期の実習 
 農場実習を行う応用植物科学科と、牧場実習を行う応用動物科学科とで対応が大きく異なった（実習

名は通称）。応用植物科学科の教員は、実際の農作業を体験できなくては実習の意味がないと、この学期

の開講を断念し 2021 年度への延期を決めた。この学科は、熊本地震で大学農場が使えなかった際には、

農家の水田・畑に学生を連れて行って実習を行なった経験があり、現場重視の気風が強い。一方の応用

動物科学科は、オンラインで 2020 年度春学期の実習を行った。牧場の技術職員が、作業しながら口頭

で説明する様子を三脚とスマートフォンで動画撮影し、それを素材として、学科教員が教材を編集した。

この学科は、熊本地震で大学牧場が使えなかった際には、食肉処理場から牛・豚の子宮をもらってきて

人工授精のための理解を深めさせるなど、限られた条件下でも創意工夫で実習の質を上げようという気

風の学科である。動画教材の作成は、加工場でも実施しており、対面実習に戻ったあとでも、予習教材、

欠席者用教材としての活用が期待できる。 
 
３．2020 年度秋学期・2021 年度の実習 
 加工実習も含めてすべての実習を、感染対策を実施しつつ対面で行っている。多くの学生は、実際に

体験でき、クラスの仲間と共同作業できる対面での実習を歓迎しているが、一部には自宅生で祖父母と

同居しているなどの理由で、「自分が感染しては困る」と強い懸念を感じている学生もいる。そうした懸

念を感じる学生や、当日朝に体調不良を感じた学生は、対面には参加させず、オンラインの教材を見て

課題を提出するなどで、成績上不利にならないように配慮している。 
 対面実習での具体的な感染対策は以下の通りである。 
・移動の大学バス：熊本市内の校舎と阿蘇実習フィールドの間は定員 50 名ほどの大学バスで移動する。

バスを 2 台に増やして 1 台当たりの乗車人数を減らし、間隔をあけて座るように座席を指定。乗車時

に検温し手指をアルコール消毒する（図 1）。乗車中はマスク着用で会話は禁止。換気のため窓を少し

開ける。 
・実習の解説：入室前に検温・手指のアルコール消毒。定員 80~100 名の部屋に 20~40 名の学生をマス

ク着用・座席指定で着席させる。実習終了時には、自分が使った机・いすをアルコール消毒させるこ

とで、感染症対策の自覚を高めさせる（図 2）。 
・作業：熱中症が懸念されるため、野外でお互いの距離が空けられる作業では、マスクを外すことを奨

励する（図 3）。しかし実際には、そうした感染リスクがきわめて小さい作業の際でもマスクを外さな

い学生が多く、2020 年度 9 月の実習では、体調不良を訴えた学生がいた。2021 年度も 7 月・9 月の

猛暑期の実習での熱中症を心配している。 



・昼食：食事前に手指のアルコール消毒をし、指定の座席で、全員前を向いて食事する。食事を終えて

マスクを着用するまでの間、会話は禁止。 
・その他の運用：もし牧場担当の技術職員が感染の可能性ありとして自宅待機になると、家畜の飼養管

理に大きな支障をきたすと予測される。例えば、実習に参加した学生のアルバイト先（飲食店など）

で感染が発生した場合に、当該学生だけでなく、同じグループで実習を受けた学生・技術職員ともに、

「感染の可能性が十分に小さい」と判断されるまで少なくとも数日間の自宅待機となる可能性が高い。

そこで、学生・技術職員ともに、1 クラスを完全に 2 つのグループに分け、各グループ 2 名ずつの技

術職員が専任で担当する体制とした。これにより、感染の疑いがある学生が発生しても、職員の自宅

待機はそのグループ担当の技術職員だけで済み、残り 2 名の技術職員が家畜の世話を継続できる。 
 
４．おわりに 
 実践的学問としての農学教育という点でも、またクラスの仲間と共同でこれまでに経験したことがな

い作業に挑戦する人間教育という面でも、実習を対面で行なう意義は大きい。 
 ただし、熊本県ではこの 5 月以降、新型コロナウイルスの感染者数が急激に増大しており、実習に携

わる職員・教員とも、いっそうの注意と予防策の確実な実施が必要で、緊張を強いられる状況が続きそ

うである。 
 

   
図 1．バス乗車時の検温・消毒 図 2．使用後の机を自分で消毒  図 3．距離があればマスク不要 




